
働く人の笑顔を
このまちに
もっと増やしたい
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

運
営
す
る
㈱
オ
ー
ガ
ラ
ン
ド
は
昨

年
の
年
商
11
億
円
、
会
社
の
拠
点

は
霧
島
市
に
あ
り
ま
す
。
売
り
上

げ
の
90
㌫
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
健

康
補
助
食
品
）
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
の
通
信
販
売
で
業
績

を
伸
ば
し
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
頼
を
得
る
た
め
に

社
長
の
小
笠
原
さ
ん
は
東
京
の

広
告
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
７
年
間
続
け

て
い
ま
し
た
。
平
成
13
年
、
26
歳

で
自
然
食
品
の
事
業
を
起
こ
そ
う

と
思
い
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
旧

宮
之
城
町
で
開
業
。
そ
の
こ
ろ
は

「
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
未
来
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
力
も
な
か
っ
た
」
と

言
い
ま
す
。

販
売
す
る
対
象
は
そ
こ
に
住
む

１
万
７
０
０
０
人
の
住
民
。
し
か

し
店
舗
販
売
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
と
ど
ち
ら
が
時
間
を
有
効
活

用
で
き
る
か
を
考
え
、
平
成
15
年

に
店
を
閉
め
、
旧
霧
島
町
に
移
住
。

全
国
の
１
億
３
０
０
０
万
人
を
対

象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

だ
け
に
切
り
替
え
た
の
で
す
。
す

起業のお手伝いします

る
と
店
舗
販
売
で
１
０
０
万
円

だ
っ
た
月
商
が
１
年
で
６
倍
の
６

０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
務
所
が
手
狭
に
な
っ
た
こ

と
と
人
材
確
保
の
た
め
に
現
在
は

国
分
中
央
と
隼
人
町
見
次
に
事
務

所
を
構
え
て
い
ま
す
。

成
功
の
理
由
は
、「
対
象
と
す

る
客
数
を
増
や
し
た
こ
と
」
と 

「
お
客
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら
え

る
お
店
づ
く
り
を
し
て
き
た
こ

と
」。
小
笠
原
さ
ん
は「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
方
が
よ
り
深
く
接
客
で

き
る
」
と
言
い
ま
す
。
多
く
の
情

報
を
提
供
で
き
る
し
、
ま
た
お
客

さ
ん
も
正
直
な
意
見
や
感
想
を
教

え
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
感
想
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
店
の
信
頼
度
が
上
が
り
、
売
り

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

片
田
舎
の
鹿
児
島
が
い
い

「
鹿
児
島
の
人
は
素
直
で
責
任

感
が
強
い
。
来
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
変
な
言
い
方
で

す
が
片
田
舎
の
鹿
児
島
に
い
て
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
顧
客
は
全

国
に
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
や
倉
庫
、

人
件
費
が
安
い
の
で
地
方
の
方
が

有
利
な
の
で
す
。
土
地
や
人
件
費

が
高
い
と
当
然
商
品
の
価
格
に
は

ね
返
っ
て
き
ま
す
か
ら
」

社
員
も
平
成
16
年
は
顧
客
２
０

０
０
人
に
対
し
て
社
員
は
４
人
。

次
の
年
は
顧
客
数
が
９
倍
に
増
え

１
万
８
０
０
０
人
に
対
し
て
15
人
、

現
在
は
顧
客
数
が
５
万
５
０
０
０

人
に
な
り
、
社
員
は
72
人
に
な
り

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
正
社
員
で

う
ち
鹿
児
島
に
60
人
、
東
京
に
10

人
、
台
湾
に
２
人
と
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
。

０・５
歩
で
も
い
い
か
ら

動
き
だ
そ
う

「
正
直
、
新
し
い
こ
と
を
す
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
も
や
ら
な
い
と
何
も

得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
動
く

リ
ス
ク
と
動
か
な
い
リ
ス
ク
を
考

え
た
と
き
、
動
か
な
い
リ
ス
ク
の

方
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
失
敗

し
新
し
い
仮
説
を
立
て
次
に
向
か

う
。
10
回
の
う
ち
早
く
９
回
失
敗

し
た
ほ
う
が
い
い
。
小
さ
な
こ
と

か
ら
で
も
ま
ず
行
動
に
移
す
こ
と

が
大
事
。
１
歩
を
踏
み
出
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
０
・
５
歩
で
も
い
い

か
ら
動
き
出
し
ま
し
ょ
う
。
本
気

に
な
れ
ば
、
ど
こ
で
も
起
業
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

働く人の笑顔を
このまちに
もっと増やしたい

霧島市は合併後４月末現在、県内で最も
多い22社と立地協定を結んでいます。しか
し日本の経済は、失業率が高く依然として
厳しい状況です。霧島市でも雇用の創出は
市政運営の中でも大切なものとなっていま
す。市では、一人でも多くの雇用を生み出す
ために「緊急雇用促進補助金制度」を創設し
ました。
今回は霧島市で起業し、多くの雇用を生

み出している企業を紹介します。さあ、あな
たも霧島市で起業してみませんか。

㈱オーガランド　代表取締役社長 小笠原淳
あつし
さん（37）隼人町見次在住

区  分 項　　　　目 YES

Why
動機

どんな目的で何をやりたいのかが
はっきりしていますか？ YES

その事業に、志と情熱を持っていま
すか？ YES

その事業は、顧客のニーズにマッチ
していますか？ YES

What
何を

その事業で売る商品に、ニーズがあ
りますか？ YES

その事業のセールスポイントはあり
ますか？ YES

競合他社情報・価格帯等を調査した
上で、品質・価格等に競争力があり
ますか？

YES

Who
だれ

受注見込先、仕入見込先等の人脈や
自信はありますか？ YES

どのような客層をターゲットにして
いますか？ YES

必用な従業員は確保はできますか？ YES

How
どのように

経営者としての自信と体力はありま
すか？ YES

その事業についての十分な知識と経
験がありますか？ YES

Where
どこで

創業する場所は決めてありますか？ YES

その場所は、あなたの事業に適した
ところですか？ YES

その場所のコスト（家賃等）は、事
業に負担にならない程度の金額です
か？

YES

When
いつ

創業はタイミングが大事です。いつ
創業するかについて具体的な青写真
ができていますか？

YES

創業のタイミングは、職場環境、同
業他社等の状況からみて、適切です
か？

YES

事業計画

売上げや仕入れ、利益などの「損益
計画」は、何度も予測シュミレーショ
ンしましたか？

YES

必要な資金（設備資金・運転資金）
がいくらになるか試算しましたか？ YES

自己資金は準備していますか？ YES

「事業計画書」としてまとめてみまし
たか？ YES

あなたは創業できますか
「備えあれば憂いなし」といいますが、創業に対する予備知識をつ
けることが成功の第一歩です。

診断結果（YESの数を合計してください）
18〜 20 創業の準備は万全です！
12〜17 もう少し準備してください。
0〜11 まだ創業は早いかも？

Let's check it

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.5, Japan



働く人の笑顔を
このまちにもっと増やしたい

来
年
は
九
州
新
幹
線
が
鹿
児
島

ま
で
全
線
開
業
し
ま
す
。
霧
島
市

の
温
泉
観
光
を
元
気
に
す
る
た
め

に
地
域
の
方
と
一
緒
に
日
本
一
の

温
泉
地
に
で
き
る
よ
う
に
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

起
業
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
30
代
40
代
の
私
た
ち
が

日
本
の
中
心
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
時
代

の
流
れ
が
速
す
ぎ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
の
が
若

い
力
で
す
」

霧
島
市
緊
急
雇
用
促
進

補
助
金
制
度
を
設
立

◦�

対
象
業
種
＝
農
商
工
な
ど
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
法
人
（
風
俗
営
業
、

宗
教
、
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
、
政

治
・
経
済
・
文
化
団
体
、
国
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
そ
の
ほ
か

市
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る

事
業
所
を
除
く
）

●�

対
象
事
業
者
＝
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
事
業
者

・�

新
設
・
増
設
・
移
転
を
問
わ
ず

建
設
・
購
入
・
賃
借
の
い
ず
れ

で
も
新
規
事
業
展
開
、
ま
た
は

事
業
拡
大
の
た
め
に
新
規
に
５

人
以
上
市
民
を
雇
用
す
る
雇
用

緊急雇
用

促進補
助金

制度利
用者

第１号

保
険
適
用
事
業
所

・�

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・�

公
害
防
止
に
関
す
る
法
律
そ
の

他
関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い
る

こ
と

・�

霧
島
市
工
場
等
立
地
促
進
に
関

す
る
条
例
に
係
る
雇
用
促
進
補

助
金
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

・�

市
と
雇
用
促
進
協
定
を
締
結
す

る
こ
と

◦�

交
付
額
＝
新
規
雇
用
者
一
人
に

つ
き
20
万
円
。
限
度
額
１
事
業

所
あ
た
り
５
０
０
万
円

◦�

緊
急
雇
用
促
進
協
定
＝
協
定
の

締
結
時
期
は
新
規
事
業
展
開
ま

た
は
事
業
拡
大
前

※�

新
規
事
業
展
開
ま
た
は
事
業
拡

大
を
お
考
え
の
方
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

雇
用
促
進
事
業
所
指
定
申
請
＝

指
定
申
請
時
期
は
新
規
事
業
展

開
ま
た
は
事
業
拡
大
後
６
か
月

以
内

◦�

補
助
金
申
請
＝
申
請
時
期
は
新

規
事
業
展
開
ま
た
は
事
業
拡
大

後
６
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

６
か
月
以
内

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
振
興
課

商
工
観
光
政
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
１
２

市
で
は
４
月
１
日
か
ら
厳
し
い

経
済
・
雇
用
情
勢
の
中
、
市
民
の

雇
用
の
増
大
を
図
る
た
め
、
市
内

に
事
業
所
を
新
設
・
増
設
・
移
転

し
、
市
民
を
雇
用
す
る
事
業
者
に

対
し
て
緊
急
雇
用
促
進
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
号
と
な
っ
た
の
が
、
４

月
16
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
隼
人
町

の
家
族
温
泉
「
山さ

ん

翠す
い

」。
地
元
従

業
員
12
人
を
雇
用
し
た
江
﨑
社
長

は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
今
回
の
補
助
金
は
本
当
に
助

か
り
ま
す
。
従
業
員
を
雇
っ
て
、

１
か
月
間
は
売
り
上
げ
が
出
な
い

の
で
、こ
の
期
間
を
カ
バ
ー
で
き
る

こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

霧
島
市
は
商
圏
が
広
く
、
鹿
児

島
市
内
か
ら
日
帰
り
が
で
き
る
。

霧
島
市
内
観
光
の
後
の
休
憩
。
空

港
か
ら
10
分
の
場
所
に
あ
り
、
空

港
は
離
島
便
が
多
く
３
時
間
の
待

ち
時
間
の
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
間
を
使
っ
て
温
泉
に
入
る
と
い

う
需
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
回
地
元
の
方
を
採
用
し
ま
し

た
。
や
は
り
周
辺
の
情
報
を
知
っ

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
ソ
フ

ト
の
部
分
で
は
地
元
の
人
が
適
任

だ
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
を
サ
ポ
ー
ト

中
小
企
業
庁
が
出
し
て
い
る
冊

子
に
創
業
者
と
し
て
必
要
な
資
質

に
は
６
つ
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
①
情
熱
と
信
念
＝
自
分
の
志

の
た
め
に
、「
何
が
な
ん
で
も
や

り
と
げ
る
」
と
い
う
熱
い
情
熱
と

強
い
信
念
を
持
ち
続
け
る
こ
と
②

優
れ
た
独
創
性
＝
そ
の
事
業
の
商

品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
が
、
同
業
者

に
は
な
い
優
れ
た
独
創
性
を
持
っ

て
い
る
こ
と
③
事
業
の
経
験
＝
そ

の
事
業
に
関
し
て
、
充
分
な
経
験

を
身
に
つ
け
る
こ
と
④
幅
広
い
人

脈
＝
創
業
時
に
多
く
の
人
脈
が
あ

り
、
創
業
後
は
さ
ら
に
そ
れ
を
拡

大
で
き
る
こ
と
⑤
情
報
処
理
能
力

＝
事
業
に
関
す
る
生
き
た
情
報
を

集
め
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
こ
と

⑥
自
己
資
金
＝
創
業
時
も
創
業
後

も
事
業
活
動
に
お
い
て
、
資
金
を

充
分
に
蓄
え
、
ム
ダ
な
支
出
を
控

え
る
こ
と
。

し
か
し
初
め
か
ら
す
べ
て
を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
う
な
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
達
成
す

る
た
め
に
霧
島
商
工
会
議
所
や
霧

島
市
商
工
会
で
は
専
門
の
職
員
が

国分中央高校　生徒会会計
米山江美さん（17）

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
国
の
事
業
仕

分
け
の
結
果
を
受
け
て
、
全
国

に
86
か
所
の
中
小
企
業
応
援
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
で
は
財
団
法
人
か
ご
し
ま
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
の
①
新

事
業
展
開
②
創
業
・
事
業
再
生
お

よ
び
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
③
事
業
承
継

④
も
の
づ
く
り
の
高
度
化
⑤
新
た

な
経
営
手
法
へ
の
取
り
組
み
と

い
っ
た
高
度
・
専
門
的
な
課
題
に

対
応
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
中

小
企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
相
談
窓
口
の
開
設

を
定
期
的
に
実
施
し
ま
す
。

夢
と
目
標
を
持
っ
て

道
を
拓ひ

ら

く

ま
た
国
や
自
治
体
に
お
い
て
は

雇
用
創
出
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

融
資
制
度
や
補
助
金
制
度
、
優
遇

税
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
移
住

に
適
し
た
歴
史
と
自
然
、
広
大
な

工
業
団
地
、
豊
富
な
人
材
な
ど
霧

島
市
は
起
業
す
る
に
は
魅
力
的
な

ま
ち
で
す
。
起
業
を
考
え
て
い
る

あ
な
た
、
夢
と
目
標
を
持
っ
て
道

を
拓
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

㈱
山
翠代表

取
締
役　

江
﨑
基
明
さ
ん（
32
）

出
水
市
出
身

家
族
温
泉
「
山
翠
」

父 の仕事の関係で転校を繰り返し、小学校 4年生のとき
に霧島市に転校してきました。国分中央高校には 4つ

の学科があります。私はパソコン関係の仕事に就きたくて情
報会計科に入りました。できたら高校を卒業してすぐに就職
したいのですが、今は思うような就職先の求人が少ないよう
です。来年はデザイン学校に進学してホームページの作成を
するようなウェブデザイナーを目指したいですね。
私は都会よりも雰囲気がゆったりしている霧島市が好き。だ
からいろいろな分野の企業が増えてほしいです。できれば地
元に残って霧島市で働きたいと思っています。

都会よりも
ゆったりした
霧島が好き

鹿児島工業高等専門学校 5年生
中屋裕貴さん（19）

電 気電子工学科で勉強しています。レポートを書いたり、
宿題があったり、とても忙しいのですが、ひとつのこ

とを深く学ぶことができるという点で、高専は「勉強をした
い」という学生にとってはとてもいい環境です。
将来は電力会社など自分のしてきたことを生かせる職に就き
たいです。一度は都会に出ていろいろな経験を積んでから
地元に帰ってきたいと思っています。ただ働くだけではなく、
どうせ働くならだれかの役に立つような仕事をしていきたい
と思います。環境問題にも関心があるので、そういった新し
い分野での仕事があれば就職したいです。

一度は都会へ
でもやっぱり
地元で働きたい

地
元
で

働
き
た
い

課長　泊　敏行さん（57）
現 在会員数は 1361 事業所、昨年度は新規加入が 44 事

業所でこれだけ加入が増えるのは霧島市くらいです。
農商工連携の取り組みで地場産品の販売促進も図ろうと考え
ています。商工会が法制化されて今年は 50 周年の節目の年
に当たり、原点に立ち返ろうと「商工会は　行きます　聞き
ます　提案します」をスローガンに掲げています。資金調達、
経営のアドバイスなどができる体制や創業者を目指す人向け
の相談体制を整えていますので、気軽にお越しください。

所長　前田義朗さん（46）
現 在会員数は 1248 事業所。霧島商工会議所では毎年、

会社を起こしたい人、自分の店を持ちたい人、創業を
考えている人や開業して間もない人を対象に「きりしま起業
塾」を開いています。これまで参加した受講者同志、切磋琢
磨している姿を見かけます。また、空き店舗活用補助を使っ
た「とらいあるショップ国分」もご利用ください。どうすれ
ばいいのか迷ったときにはすぐに相談してください。皆さん
のお役に立ちます。

ご

相
談
く
だ
さ
い

霧島市商工会経営支援課
☎（42）2128

霧島商工会議所中小企業相談所
☎（45）0313

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

霧
島
市
を
日
本
一
の

温
泉
地
に
し
た
い
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こ
ち
ら
移
動
市
長
室

4月20日に福山で開催された一日移動市長室（ランチで語イもんそ会)

「
市
民
が
主
役
」
の
霧
島
市
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
少
し
で
も

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、「
市

長
と
語
イ
も
ん
そ
会
」
や
「
市
長

と
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
」
な

ど
約
１
０
０
回
以
上
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
新
た
な

試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

福山パークゴルフ場の利用者が増えており、前々
からコースの増設を要望してきました。今回、市
長と実際に顔を合わせながら話すことができ、私
たちの思いを十分に伝えることができました。こ
れまでも市役所まで行って市長と話す機会はあり
ましたが、慣れない雰囲気の中で、つい構えてし
まいましたが、今回は気楽に話すことができまし
た。市長が地元に来てくれたので安心して話すこ
とができ、市政を身近に感じることができました。

市政を身近に
感じました
福山パークゴルフ
普及振興協議会
会長
国師  彰さん

一
日
移
動
市
長
室

前
田
市
長
自
ら
が
各
総
合
支
所

に
出
向
い
て
執
務
す
る
「
一
日
移

動
市
長
室
」が
、４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
場
主

義
を
掲
げ
る
前
田
市
長
が
、
も
っ

と
市
民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
い
、

地
域
で
起
き
て
い
る
課
題
や
要
望

に
対
し
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
、
毎
月
第
３
月
曜
日

を
基
本
と
し
て
、
各
総
合
支
所
で

執
務
を
し
ま
す
。
次
回
の
開
催
予

定
は
５
月
17
日
に
霧
島
総
合
支
所
、

INTERVIEW

６
月
21
日
に
牧
園
総
合
支
所
で
す
。

面
談
は
予
約
が
あ
っ
た
方
を
優
先

し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
１
６

身
近
に
感
じ
る
市
政

第
１
回
目
の
一
日
移
動
市
長
室

は
４
月
20
日
、
福
山
総
合
支
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
が

市
長
の
も
と
を
訪
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昼
時
間
に
は
「
市
長
と
ラ
ン
チ

で
語
イ
も
ん
そ
会
」
も
開
催
。
福

山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
普
及
振
興
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
10
人
が
参
加
し
、

コ
ー
ス
の
増
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

の
普
及
に
つ
い
て
市
長
と
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
主

義
を
第
一
に
考
え
る
前
田
市
長
は
、

空
い
た
時
間
に
要
望
の
あ
っ
た
場

所
な
ど
を
視
察
し
早
速
、
現
地
の

状
況
な
ど
を
把
握
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
役
所
に
な
か
な

か
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
。

皆
さ
ん
の
地
域
に
市
長
が
自
ら
伺

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
皆

さ
ん
の
思
い
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
は「
市
民
が
主
役
」で
す
。

市
長
が

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
、

う
か
が
い
ま
す

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
「
市
長
と
語
イ
も
ん
そ
会
」
や

「
市
長
と
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
新
た
に
「
一
日
移
動
市
長
室
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

市長とランチで語イもんそ会
前田市長と語ってみませんか？市政に対する
いろいろな思い、またふるさとに対する思い
など何でも結構です。

開催日時	 ６月 21日（月）12：00〜 13：00
会場	 牧園総合支所会議室
食事代	 自己負担 (600 円程度 )
申込締切	 ６月 10日 ( 木 ) 必着			
対象者	 牧園総合支所管内で活動されているグループ
定員	 1 グループ 6人以内
申込方法	 	申込用紙を送付しますので、ファックス、

郵送または電子メールで申し込みください。
◎問い合わせ先＝広報広聴グループ		☎（64）0955

現地を
視察す

る前田
市長

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.5, Japan



霧 島 か わ ら 版

CIVIC NEWS
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

鹿
児
島
県
は
、
昨
年
７
月
か
ら

身
体
障
害
者
用
駐
車
場
利
用
証
制

度
「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制

度
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
駐
車

場
は
、
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
、

妊
産
婦
の
方
々
な
ど
歩
行
が
困
難

な
方
に
対
し
て
、
鹿
児
島
県
内
共

通
の「
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
身
障
者
用
駐
車
場
と

何
が
違
う
の

こ
れ
ま
で
に
も
身
障
者
用
の
駐

車
場
は
い
ろ
い
ろ
な
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
は
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
建
物
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
こ

に
対
象
者
以
外
の
方
が
駐
車
し
て

し
ま
い
、
障
害
の
あ
る
方
が
駐
車

し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
こ
と

が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
自
治
体
が
主
導
し
て
、

身
障
者
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
け

が
人
な
ど
に
「
駐
車
利
用
証
」
を

発
行
し
、
こ
の
利
用
証
を
ル
ー
ム

ミ
ラ
ー
な
ど
に
引
っ
掛
け
る
こ
と

70
歳
以
上
の
方
や
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方
な
ど

で
す
が
、
ご
利
用
に
は
警
察
署

交
付
の「
専
用
場
所
駐
車
標
章
」

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
最
寄

り
の
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
警
察
署

☎（
47
）２
１
１
０
、
横
川
警
察

署
☎（
72
）０
１
１
０

そ
の
場
所
を
利
用

し
た
い
人
が
い
ま
す

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
た
い

制
度
が
４
月
19
日
か
ら
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

◦�

駐
車
で
き
る
場
所
＝「
駐
車
可
」

の
標
識
に
「
標
章
車
専
用
」
の

補
助
標
識
が
併
設
さ
れ
て
い
る

場
所
。
市
内
で
は
市
役
所
南
側

の
約
26
㍍
の
区
間
一
か
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦�

利
用
で
き
る
方
＝
普
通
自
動
車

の
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
で

高齢運転者等専用駐車区間
霧島市国分シビックセンター前

に
よ
っ
て
、
正
規
の
利
用
者
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
別
で
き
る
よ
う

に
考
案
さ
れ
た
の
で
す
。

有
効
期
間
と
対
象
者

●
５
年
間

◦�

身
体
障
害
に
よ
り
歩
行
困
難
な

方（
左
上
の
表
に
該
当
す
る
方
）

◦�

知
的
障
害
に
よ
り
歩
行
困
難
な

方
（
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度

欄
が
「
Ａ
」
の
方
）

◦�

精
神
障
害
に
よ
り
歩
行
困
難
な

方
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
等
級
１
級
の
方
）

◦�

高
齢
に
よ
り
歩
行
困
難
な
方

（
要
介
護
状
態
区
分
で
「
要
介

護
２
」
以
上
の
方
）

◦�

難
病
に
よ
り
歩
行
困
難
な
方

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
）

●
１
年
未
満
で
利
用
で
き
る
期
間

◦�

妊
産
婦
の
方
（
妊
娠
７
か
月
～

産
後
３
か
月
）

◦�

け
が
の
人
（
車
い
す
、
つ
え
な

ど
の
使
用
期
間
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ハ
ー
ト
ピ
ア

か
ご
し
ま
☎
０
９
９（
２
２
０
）

５
１
６
５
、
県
庁
障
害
福
祉
課

地
域
生
活
支
援
係
☎
０
９
９

（
２
８
６
）２
７
４
６
、
姶
良
伊

佐
地
域
振
興
局
☎（
44
）７
８
０

０

室温を
ゴーヤで下げよう

環境美化の輪を
広げよう

70人が
一斉に新茶手摘み

合併後
21社目の立地協定
隼人町にあるプラスチック多孔

質体製造のスペイシーケミカル㈱
と霧島市は３月25日、工場増設に
伴う立地協定の調印式をしました。
同社は昭和41年に東京都で創業

し、平成元年に誘致企業として当時の隼人町と立地協定を締結、鹿児島研究
所としてスタート。同社の製品は自動車関連、メディカル部品、文具、家庭
雑貨、IT関連、環境浄化用部品などさまざまな分野で使用されています。今
回の増設は、鹿児島工場の生産能力増強と東京都の生産のすべてを鹿児島
に統合し、新規に５人の雇用が期待されます。操業は23年1月からの予定。

手摘みによる新茶の摘み取りが
４月16日、牧園町の茶畑でありま
した。茶摘みには地域住民ら約70
人が参加。参加者は一列ずつ淡い
黄緑色の茶の葉を丁寧に摘み取っ

ていました。茶摘みかごをさげた参加者らは若芽の一芯二葉を親指と人
差し指で挟み、つめを使わずひねる折り摘みで収穫しました。
牧園の製茶業邉田孝一さんは「今年はいいできでした。来年、霧島市であ

る全国お茶まつり大会では農林水産大臣賞を目指したい」と意欲を見せて
いました。霧島市の茶栽培面積713㌶は南九州市、志布志市に次いで３番目。

霧島市環境美化モデル地区の認
定式が４月15日、市役所で開催
されました。これは、地域の環境
美化意識を高めるために、毎年、
国分・溝辺・横川・牧園・霧島・

隼人・福山地区に１か所ずつ環境美化モデル地区を設け、市内全域に環
境美化活動の輪を広げることが目的で、昨年から実施されています。
２回目となった今年度は、新町・石峯・尾田・中津川・桂内・姫城・下

牧之原の７自治公民館を認定。モデル地区へは、看板や美化活動費が支給
され、１年間モデル地区として地域で環境美化に取り組んでいきます。

地球温暖化対策を進めようと霧
島市「緑のカーテン」モデル事業
説明会が４月24日、国分シビッ
クセンターでありました。参加し
たのは事前に応募した個人・団体

など100グループ。緑のカーテンはつる性の植物をネットにはわせ、屋
内に入る直射日光を和らげて室温を下げる効果があります。
説明会では地球温暖化や昨年実施した事業のアンケート調査の報告と、

国分中央高校園芸工学科の生徒が苗の育て方を説明しました。苗は生徒た
ちが育てたもので1グループにゴーヤ４株、ヘチマ２株が配布されました。

パーキングパーミット協力施設一覧表

フレスポ国分、クッキー国分西店・隼人店・国分北店、コープかごしまコープ国分、ベスト電器国分店、タイヨー新町
店、サンキュー隼人店、隼人国分サティ、山形屋ショッピングプラザ隼人店、国分パークプラザ、かごしま空港ホテル、
ホテル京セラ、前田温泉「カジロが湯」、霧島国際ホテル、ロイヤルイン国分、鹿児島銀行国分支店、国分生協病院、
医療法人仁心会松下病院、懸城開発、 南日本ホーム、 国分ハウジング、霧島市国分シビックセンター・隼人庁舎・溝
辺総合支所・横川総合支所・横川保健センター・牧園総合支所・霧島総合支所・福山総合支所、霧島市民会館駐車場、
姶良・伊佐地域振興局霧島庁舎、みやまコンセール、鹿児島県工業技術センター、農業開発総合センター畜産試験場、
若駒学園、県立霧島自然ふれあいセンター、上野原縄文の森、県立埋蔵文化財センター、県立霧島高等学校、県立
隼人工業高等学校、県立福山高等学校、県立牧之原養護学校、横川警察署、霧島警察署

障　害　区　分 対象等級
視覚障害 ４級以上

聴覚又は平衡機能障害
聴覚障害 （該当なし）
平衡機能障害 ３級以上

音声機能，言語機能障害又はそしゃ
く機能の障害 （該当なし）

肢体不自由
上　　肢 ２級以上
下　　肢 ４級以上
体　　幹 ３級以上

乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

上肢機能 ２級以上

移動機能 ３級以上

心臓機能障害 ３級以上
じん臓機能障害 ３級以上
呼吸器機能障害 ３級以上
膀胱又は直腸の機能障害 ３級以上
小腸機能障害 ３級以上
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障害 ３級以上

シビックセンター
西駐車場

霧島警察署

霧島市お祭り広場
駐車場

シビックセンター
東駐車場

国分
シビックセンター

5台

駐車場の表示板

高
齢
運
転
者
等

専
用
駐
車
区
間
制
度

道
路
上
に
専
用
で
駐
車
で
き
る

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

高
齢
運
転
者
等
専
用
駐
車
区
間
制
度

1台

ゆずりあい
駐車場

14台

パーキングパーミット制度専用駐車場

ルームミラーに利用証を掲示
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国
分
小
学
校
は
、
児
童
数
７
２

６
人
（
男
子
３
７
１
人
、
女
子
３

５
５
人
）
で
、
創
立
１
３
６
周
年

を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

も
と
も
と
舞
鶴
城
が
あ
っ
た
こ
の

場
所
に
は
今
も
石
垣
や
堀
が
残
り
、

当
時
の
姿
を
偲し

の

ば
せ
て
い
ま
す
。

同
校
は
保
健
、
給
食
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
２
年
連
続
で
県
学
校

保
健
優
良
学
校
賞
、
県
学
校
給
食

準
優
良
学
校
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
の
活
動
が

盛
ん
で
、
平
成
20
年
に
は
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の
学
校

パ
ン
ジ
ー
、
ナ
デ
シ
コ
、
ポ

ピ
ー
。
校
舎
の
前
に
広
が
る
色
と

り
ど
り
の
花
。
同
校
で
は
花
の
栽

培
も
盛
ん
で
す
。
長
年
続
い
て
い

る
活
動
で
、
こ
れ
ま
で
全
国
や
県
、

市
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
各
学
級

で
花
壇
を
持
ち
、
春
と
秋
、
そ
れ

ぞ
れ
７
０
０
０
本
の
花
が
咲
き
誇

り
ま
す
。
毎
週
金
曜
日
の
朝
に
は
、

花
が
ら
摘
み
や
草
取
り
を
す
る
グ

リ
ー
ン
タ
イ
ム
を
設
け
て
お
り
、

児
童
は
日
ご
ろ
か
ら
花
と
ふ
れ
あ

う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
中
心
と
な
る
の
が
、

栽
培
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
児

童
22
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
委

員
長
の
平
田
睦む

つ
みさ

ん
は
「
花
が
大

好
き
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
育
て

た
花
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
花
壇
の
前
で
満
開
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
美
し

い
花
々
に
囲
ま
れ
て
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
児
童
の
合
唱
、
花
と
音
楽

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め

そ
う
で
す
。

個性輝く花いっぱいの学校
花を育て、心を育てる活動

花の栽培に積極的に取り組む栽培委員会の皆さん

国分小学校には、436 平方㍍の花壇があり、栽培委
員会を中心に学校全体で花の栽培に取り組んでいます。
単に花を咲かせることが目的ではなく、種から花を育てる
ことで、子どもたちに命の大切さを学んでもらい、優しい
心を育

はぐく

んでほしいと願っています。自然に花がらを摘む子
どもたちの姿はこの学校の特徴。これからも素晴らしい
伝統として、先輩から後輩へ受け継いでもらいたいです。
５月上旬と10月上旬、11月中旬には花が見ごろを迎え
ます。ぜひ、多くの方に見ていただきたいですね。

◎
栽
培
委
員
会
担
当

谷
山 

直
矢
教
諭

国分小学校
栽培委員会

【
ち
い
さ
な
言
葉
】
俵　

万
智
、【
鼠
、

闇
に
跳
ぶ
】
赤
川
次
郎
、【
万
能
鑑

定
士
Ｑ
】
松
岡
圭
介
、【
白
と
黒
が

出
会
う
と
き
】
新
堂
冬
樹
、【
不
等

辺
三
角
形
】
内
田
康
夫
、【
緑
金
書

房
午
睡
譚
】
篠
田
真
由
美
、【
空
が

割
れ
る
】
藤
田
宜
永
、【
組
曲
虐
殺
】

井
上
ひ
さ
し
、【
六
条
御
息
所　

源

氏
が
た
り
】
林　

真
理
子
、【
本
を

片
手
に
歩
く
の
だ
】角
田
光
代
、【
１

Ｑ
８
４　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３
】
村
上
春

樹
、【
さ
び
し
い
女
神　

僕
僕
先

生
】
仁
木
英
之
、【
す
れ
違
う
背
中

を
】
乃
南
ア
サ
、【
文
学
の
レ
ッ
ス

ン
】
丸
谷
才
一
、【
も
う
二
度
と
食

べ
た
く
な
い
甘
い
も
の
】
井
上
荒

野
、【
赤
い
森
】
折
原
一
、【
お
じ

さ
ん
と
お
ば
さ
ん
】平
安
寿
子
、【
大

人
の
ゆ
か
た
入
門
】森　

荷
葉
、【
ふ

だ
ん
着
の
パ
ス
タ
】有
元
葉
子
、【
お

い
し
く
た
べ
よ
う
。
素
材
を
い
か

す
レ
シ
ピ
１
３
３
】
栗
原
は
る
み
、

【
失
敗
し
な
い
梅
干
し
・
漬
け
物
】

今
泉
久
美
、【
糸
子
先
生
の
キ
ル
ト

入
門
】
遠
藤
亜
希
子
、【
絵
本
処
方

箋
】
落
合
恵
子
、【
せ
か
い
い
ち　

お
い
し
い
ス
ー
プ
】
マ
ー
シ
ャ
・

ブ
ラ
ウ
ン
、【
ぼ
く
の
か
わ
い
い
お

さ
る
ち
ゃ
ん
】
ウ
ル
フ
・
ニ
ル
ソ
ン
、

【
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
・
ス
ク
ー
ル
は

き
ょ
う
も
へ
ん
て
こ
】
ル
イ
ス
・

サ
ッ
カ
ー
、【
も
ぐ
ら
バ
ス
】
う
ち

の
ま
す
み
、【
か
え
う
た　

か
え
う

た　

こ
い
の
ぼ
り
】石
井
聖
岳
、【
徳

田
さ
ん
ち
は
お
ば
け
の
一
家
】
ね

じ
め
正
一
、【
も
り
の
お
と
ぶ
く

ろ
】
わ
た
り
む
つ
こ
、【
ぞ
う
く
ん

の
お
お
か
ぜ
さ
ん
ぽ
】
な
か
の
ひ

ろ
た
か

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

光
こう

媒
ばい

の花
道夫秀介 著
認知症の母親とひっそりと暮ら
す男性の封印された過去、ホー
ムレス殺害に手を染めた小学
生兄妹が抱く畏（おそ）れ、密か
に心を通わせた少女のための
少年の嘘－。愚かでいとおしい
人間の姿を描く連作群像劇。

おたふく
山本一力 著
寛政の世。幕府は徹底した倹
約を求め、やがて江戸を未曾有
の大不況が見舞う。人々の身も
懐も寒さが厳しさを増す中、大
店の次男が始めた小さな志高
き商いが、武士と町人の心を一
つにし…。

ステラがうんと
ちいさかったころ
メアリー＝ルイーズ・ゲイ 絵
うんと小さかったころ、ステラは
自分を金魚だとおもっていた。
おてんばステラとおとぼけサム。
なかよし姉弟のほのぼの絵本シ
リーズ。

くいしんぼう
高畠　純 絵
おでぶの犬ボッシュは、みんな
にオットセイのオットーとからか
われ、くやしい思いをしますが、く
いしんぼうには勝てません。ある
夜、泥棒が入ってきて、ボッシュ
の目の前に分厚い肉を投げた
からたまらない…！

急
須
に
新
茶
、茶
の
間
の
ひ
と
と
き

読
書
と
と
も
に

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	月曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。
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2010年大河ドラマ
「龍馬伝」放送中

◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宮
崎
県
え
び
の
市
の

「
田
の
神
石
像
」
と
「
田
の
神
さ

あ
の
里
産
業
文
化
祭
」
を
紹
介
し

ま
す
。

田
の
神
さ
あ
と
霧
島
噴
火

え
び
の
市
内
に
は
「
田
の
神
さ

あ
」
と
呼
ば
れ
る
「
田
の
神
石
像
」

が
１
５
０
体
あ
り
ま
す
。

田
の
神
石
像
が
で
き
た
こ
ろ
は
、

霧
島
の
噴
火
・
天
災
な
ど
が
原
因

で
農
家
に
と
っ
て
は
厳
し
い
時
代

で
し
た
。
薩
摩
藩
で
は
少
し
で
も

収
穫
を
増
や
そ
う
と
、
稲
作
を
奨

励
す
る
政
策
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
政
策
の
中
、
霧
島
の
噴

火
を
お
さ
め
、
稲
作
の
豊
作
を
願

う
「
よ
り
ど
こ
ろ
の
像
」
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
田
の
神
石
像

の
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
神
官
型
の
田
の
神
石

像
は
、
霧
島
噴
火
の
被
災
地
に
多

く
あ
り
ま
す
。
神
官
型
の
田
の
神

石
像
は
、
衣い

冠か
ん

束そ
く

帯た
い

ま
た
は
そ
れ

に
近
い
服
装
で
、
手
に
は
し・

ゃ・

く・

を
持
つ
も
の
が
多
く
、
宮
崎
県

で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
の
最
古
の
「
田
の
神
石

像
」
は
、
１
７
２
４
年
（
享
保
９

年
）
に
中
島
地
区
に
作
ら
れ
た
神

官
型
の
も
の
で
す
。

田
の
神
さ
あ
の
里
産
業
文
化
祭

え
び
の
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
に

生
き
つ
づ
け
て
い
る
生
活
文
化
や
、

ふ
る
さ
と
を
支
え
て
い
る
産
業
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

の
よ
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
田
の
神
さ
あ
の
里
産
業
文

化
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
１
年
間
の
豊
作
に
感
謝
を
込
め

て
、
人
々
が
田
の
神
さ
あ
の
格
好

を
し
、
踊
り
練ね

り
歩
く
催
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

◎問い合わせ先
　観光課 ☎（64）0895、塩浸温泉龍馬公園☎（76）0007

霧島市

塩浸温泉
龍馬公園オープン

塩浸温泉龍馬公
園が５月１日（土）、
牧園町の旧塩浸温
泉ふくしの里跡地
にオープンしまし
た。 塩浸温泉は坂
本龍

りょう

馬
ま

が寺田屋事
件で受けた刀傷を癒

いや

すため、西郷隆盛らの勧めで妻
のお龍

りょう

とともに訪れた温泉で、この旅行は日本初の
新婚旅行といわれています。 公園内には龍馬と霧島・
薩摩がわかる資料館「この世の外

そと

」や二人を癒した源
泉を楽しめる温泉施設などが整備されており、龍馬
の魅力を存分に味わうことができます。

高原町

神武の里登山と
ウォーキング
・ 日時＝５月29日（土）～ 30日（日）１泊２日
・ 募集人員＝①登山50人　②ウォーキング50人
・ 参加費＝バンガロー宿泊者8,000円、町内温泉宿泊者

10,000円（宿泊費・食事３食付・保険料含む）　 
・ 集合場所＝皇

お う

子
じ

原
ば る

公園 
・ 登山＝ 坂本龍馬旅紀行登山コース（体力に自信のある

方向け）
・ ウォーキング＝霧島の大自然学習コース （一般の方向け）
●オプション
・ 講演会１＝『霧島の自然』（えびの高原ボランティアレン

ジャーの会会長　石井久夫氏）　　
・ 講演会２＝『霧島の自然』（鹿児島大学准教授　井村隆

介氏）　　　　　
・ 申込締切日＝５月25日（火）

◎ 申込・問い合わせ先＝高原町観光協会 ☎0984（42）
4560  ℻0984（42）5655

田の神さあおどり大会
神官型の田の神さあ

５
月
５
日
は
端た

ん
ご午

の
節
句
。
こ
の
時
期
、

鹿
児
島
で
食
べ
ら
れ
る
「
あ
く
ま
き
」
は
、

木
や
竹
を
燃
や
し
た
灰
か
ら
と
っ
た
灰あ

汁く

に

浸
し
た
も
ち
米
を
、
竹
の
皮
で
包
み
沸
騰
し

た
お
湯
で
約
３
時
間
か
け
て
煮
ま
す
。

霧
島
田
口
地
区
の
修
行
學
さ
ん
、
律
子
さ

ん
夫
婦
は
、
息
子
さ
ん
夫
婦
と
４
人
の
孫
娘

と
の
８
人
家
族
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
前
庭
か
ら
家
の
裏

手
に
回
る
と
、
釜
を
乗
せ
た
手
づ
く
り
の
か

ま
ど
が
あ
り
ま
す
。「
も
ち
米
を
竹
の
皮
で

包
む
と
き
、
巻
き
方
が
ゆ
る
い
と
柔
ら
か
す

ぎ
る
し
、
き
つ
い
と
硬
く
な
り
す
ぎ
る
の
で

巻
き
加
減
が
大
切
」
と
律
子
さ
ん
。
か
ま
ど

の
火
を
焚た

く
の
は
學
さ
ん
の
役
目
。
静
か
な

山
の
中
で
、
時
間
と
か
ま
ど
か
ら
昇
る
煙
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

律
子
さ
ん
は
「
昔
か
ら
で
す
が
、
知
人
や

親
戚
に
配
る
と
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
か
ら

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。
伝
統
の
味
を
作
り
続

け
る
こ
と
が
、
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
優

し
さ
に
つ
な
が
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

出
来
上
が
る
間
中
、
家
の
周
り
で
遊
ん
で

い
た
孫
の
千
夏
さ
ん
（
10
）
は
、
太
陽
の
光

に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
「
あ
く
ま
き
」
を
「
お

い
し
い
」
と
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

レ シ ピ

〈作り方〉
①�灰汁に一晩もち米を浸す。1升で8本分できる。
②竹の皮に茶碗一杯分のもち米を入れてひもで縛る。
③お湯の入った鍋に入れて約3時間煮る。
④�ひもなどで適当な大きさに切って砂糖をまぶしたき
な粉などで食べる。

〈材料〉
もち米1升、灰汁1.8ℓ、竹の皮8枚、竹の皮を縛るひも伝統の味を

受け継ぐことは
優しさを伝えること

太陽の光にキラキラと輝くあめ色の
「あくまき」は食べるのがもったいな
いくらいの美しさ。できたての温か
い「あくまき」に、砂糖をまぶした
きな粉をかけて口にほおばる孫の千
夏さん。一口食べるとモチモチとし
た食感と独特の風味が口いっぱい
に広がります。

あくまき

◎霧島地区田口

修行　學さん（78）

律子さん（75）
手づくりのかまどで「あくまき」作り守りたい昔の味（孫の千夏さん）
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牧
園
町
犬
飼
滝
で
ガ
イ
ド
す
る
川
﨑
さ
ん

「
人
と
の
出
会
い
が
一
番
の
楽
し
み
」。

そ
う
話
す
の
は
、
隼
人
町
松
永
地
区
に
在

住
の
川
﨑
徳
治
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
、
大

手
建
設
会
社
に
勤
務
、
平
成
13
年
に
退
職

し
、
故ふ

る
さ
と郷

の
霧
島
市
へ
帰
郷
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
川
﨑
さ
ん
が
今
、
情
熱
を
注

い
で
い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

平
成
14
年
に
は
上
野
原
縄
文
の
森
の
支
援

友
の
会
に
加
入
し
、
現
在
は
会
長
を
務

め
、
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
に
は
、
立
ち
上
が
っ
た
ば

か
り
の
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

「
霧
島
し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
」
に
加
入
し
、

和
気
神
社
コ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
が
く
れ
た
も
の

も
と
も
と
歴
史
が
好
き
だ
っ
た
川
﨑
さ

ん
。
帰
郷
し
て
か
ら
も
休
み
の
日
に
は

県
内
外
に
出
か
け
、
歴
史
な
ど
を
調
べ

る
日
々
で
し
た
が
、
川
﨑
さ
ん
は
少
し
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
時
代
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が
び
っ
し
り

と
埋
ま
り
、
忙
し
い
毎
日
。
し
か
し
退
職

し
て
か
ら
は
真
っ
白
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
。

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
川
﨑

さ
ん
を
救
っ
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
話
を
聞
き
、

こ
れ
な
ら
歴
史
好
き
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

時
代
の
経
験
も
生
か
せ
る
と
思
い
加
入
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
大
当
た
り
で
、
私
の
ガ

イ
ド
を
喜
ん
で
く
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
、

企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
た
ら
、
久
々
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
や
み
つ
き
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
の
多
く
の
出
会
い

が
私
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
今
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
与
え
た

出
会
い
と
希
望

は
、
観
光
客
や
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
し
た

ら
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
ま
す
」

歴
史
好
き
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
で
築

い
た
財
産
を
生
か
し
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
。
そ
こ
に
は
人
生
の
新
た
な
希
望

が
あ
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
依
頼
が
な
い

日
に
も
現
地
へ
出
か
け
、
た
ま
た
ま
い
た

観
光
客
へ
ガ
イ
ド
し
た
り
、
観
光
客
が
い

な
い
と
き
に
は
コ
ー
ス
を
整
備
し
た
り
と
、

霧
島
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
ど
う
や
っ
た
ら

喜
ん
で
も
ら
え
る
か
を
常
に
考
え
て
い
る

川
﨑
さ
ん
。
今
の
目
標
は
「
坂
本
龍り

ょ
う
ま馬
が

妻
の
お
龍り

ょ
うと
新
婚
旅
行
で
霧
島
を
訪
れ
た

こ
と
は
、
ド
ラ
マ
で
は
な
く
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
。
坂
本
龍
馬
が
実
際
に
感
じ
た
霧

島
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

出
会
い
を
大
切
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
励
む
川
﨑
さ
ん
。
そ
の
思
い
が
あ
る
限

り
、
こ
れ
か
ら
も
川
﨑
さ
ん
に
は
多
く
の

出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

川﨑徳治さん（66）
隼人町内山田出身。高校卒業後、大
手建設会社に入社し、大阪を皮切り
に全国各地で勤務。退職後平成13
年に帰郷し、現在は隼人町松永在
住。平成14年に上野原縄文の森支
援友の会に加入し、現在は会長を務
める。平成19年からは市の観光ボラ
ンティアガイド「霧島しっちょいどん」
として和気公園コースを担当する。

Profile

霧島しっちょいどん／霧島市の魅力を観光客などに紹介する霧島市観光ボランティアガイド。現在 27人が加入しており、霧島神宮や和気神社、日当
山周辺など地域ごとに担当が分かれ、観光や歴史、文化などの紹介をします。案内料はコース内の１か所につき１人 200 円で、年末年始を除く毎日

（午前８時半〜正午、午後１時〜４時）。原則、前日までに申し込みが必要です。 ◎問い合わせ先＝観光課「しっちょいどん」事務局 ☎（64）0895
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皆
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援
を
地

域
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
昨

年
９
月
号
の
広
報
誌
で
子
育
て
に

つ
い
て
特
集
し
た
と
き
に
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
隼
人
の
富
隈
地
区

や
国
分
の
広
瀬
・
福
島
・
有
下
地

区
な
ど
、
地
域
で
子
育
て
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
地
域
の
方
と
楽
し
げ

に
話
す
お
母
さ
ん
の
姿
が
あ
り
、

そ
の
姿
を
見
て
笑
顔
を
見
せ
る
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
保
育
園
な
ど
で
も
園
の
開
放
を

行
い
、
子
育
て
を
支
援
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
新
た
な
子
育
て

支
援
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

全
国
初
の
子
育
て
支
援

４
月
１
日
、
国
分
に
あ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ

か
」
に
子
育
て
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ

子
育
て
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
き
り
し
ま
市
民
活
動
支
援
機
構
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
た
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や

育
児
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
の
輪
を
広
げ
る
新
た
な
活
動
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
法
人
「
き
り
し
ま
市
民
活
動
支

援
機
構
」（
通
称
＝
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
き
り
し
ま
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

霧
島
商
工
会
議
所
が
設
立
し
た
も

の
で
、
商
工
会
議
所
が
子
育
て
支

援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
の

は
全
国
で
初
め
て
。
市
か
ら
委
託

を
受
け
て
、
一
時
預
か
り
や
育
児

相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
業
務
内
容
】

子
育
て
一
時
預
か
り

◦�
内
容
＝
緊
急
、
一
時
的
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

◦�

営
業
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

９
時
（
受
付
午
後
７
時
ま
で
）

◦�

対
象
＝
１
歳
〜
小
学
３
年
生

◦�

料
金
＝
２
５
０
円
／
時
間
（
初

回
の
み
登
録
料
１
０
０
０
円
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
ば
型

◦�

内
容
＝
子
育
て
相
談
や
地
域
の

子
育
て
情
報
の
提
供
、
子
育
て

講
習
会
な
ど
を
実
施

❶ きりしま市民活動支援機構

息子の保育園の送り迎えは、行きは
主人が、迎えは私がしていました。し
かし、２人目の出産で私は運転ができ
ず、迎えをどうするか困っていました。
そこでファミリーサポートセンターへ
相談すると、迎えをしてくださるボラ
ンティアの方を紹介してもらえました。
子育て経験のある方で、息子もすぐに
懐
なつ

き、わずか３か月間でしたが、とて
も助かりました。

自宅で英会話教室を開いています。
子どもが小さいため仕事に集中できず
にいました。市外出身の私には、近く
に子どもの面倒を見てくれる身内はい
ません。そんなときキッズパークきり
しまの一時預かりを知りました。最初
は不安でしたが、保育士の方が面倒を
みてくれるので今では安心して預けら
れます。仕事にも集中でき、子育てと
仕事の両立ができるようになりました。

とても助かりました子育てと仕事の両立
国
分
地
区
在
住　

久
徳
志
穂
さ
ん

隼
人
地
区
在
住　

江
口
真
理
子
さ
ん

INTERVIEW ❷ INTERVIEW ❶

◦�

そ
の
他
＝
次
の
内
容
で
広
場
の

開
放
も
し
て
い
ま
す

●
ふ
れ
あ
い
広
場

◦�

開
催
日
＝
毎
週
月
、火
、水
、金
、

日
曜
日
開
催
（
開
催
時
間
は
曜

日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◦�

対
象
＝
未
就
学
児
の
親
子

◦�

料
金
＝
無
料

●
子
育
て
サ
ロ
ン

◦�

開
催
日
時
＝
第
１
〜
４
の
水
曜

日
。
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◦�

対
象
＝
日
程
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

◦�

料
金
＝
無
料

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
援
助
を
し
た
い
人
を
会
員
登
録

し
、
援
助
内
容
が
合
う
会
員
を
結

ぶ
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
組

織
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
き
り
し
ま
☎（
48
）６
８
８
６

子
育
て
の
輪
が
広
が
る

新
た
な
子
育
て
支
援
と
し
て
始

ま
っ
た
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
き
り
し
ま
。

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
は
、
緊
急

の
場
合
以
外
に
も
買
い
物
や
仕
事
、

趣
味
な
ど
の
理
由
で
も
利
用
で
き
、

平
日
や
土
日
も
午
後
９
時
ま
で
営

業
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

今回から子育て情報をシリーズでお届け

方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
子
育
て

の
相
談
や
援
助
を
受
け
ら
れ
る
ほ

か
、
子
ど
も
同
士
、
保
護
者
同
士

の
交
流
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
、
援
助
を
し
た
い

人
の
心
を
つ
な
ぐ
新
た
な
子
育
支

援
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

皆
さ
ん
の
助
け
に
な
れ
ば
と
、
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
。「
私
も
子
育
て
支

援
を
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
た

方
は
、
ぜ
ひ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。子

育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

皆
さ
ん
、
こ
の
ま
ち
に
は
子
育
て

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

あなたの子育てをみんなで応援します

昨年 9月号の広報誌で、特集「心でつながる子育て」を紹介しました。子育てに悩むお母さんたちの
心の声、そして地域に広がる子育て支援活動。発行後、多くのお便りやご意見をいただきました。
今回から子育て情報をシリーズで紹介します。子育て中の皆さんの手助けになることを期待します。

ワンポイント
アドバイス
子育て経験者から子育て中の皆さん

にステキなアドバイス。ぜひ、皆さん
も試してみてください。今回はキッズ
パークきりしま現場管理者（保育士）
の谷口昌枝さんからのアドバイスです。

●
「子どもがなかなか寝てくれなくて
…」と言う前にお試しください。赤ちゃ
んはお腹の中にいたときから、一番聞
いていたお母さんの声が最も落ち着く
といわれています。寝る前に子守唄を
歌ってあげたり、絵本を読んであげた
りするとお母さんの声でリラックスし
て寝てくれます。特にお気に入りの 1
冊があると効果的！絵本を読んであげ
ることで「就寝の生活リズム」が出来
てくるといいですね。

子 育 て

吉見淳子さん・日
ひ な た

陽くん
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移
住
定
住
促
進
補
助
金
制
度

市
で
は
、
移
住
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
移
住
者
を
支
援
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
の
中

山
間
地
域
（
国
分
・
隼
人
の
市
街

地
を
除
く
区
域
、
国
分
・
隼
人
で

も
一
部
対
象
区
域
が
あ
り
ま
す
）

に
住
宅
を
新
築
、
購
入
ま
た
は
増

改
築
し
た
市
外
か
ら
の
転
入
者
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
当
初
申
請
時
に
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
一
人
当

た
り
20
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、「
住
宅
取
得
日
」

ま
た
は
「
増
改
築
完
成
日
」
か
ら

起
算
し
て
１
年
以
内
に
、「
霧
島

市
移
住
定
住
促
進
補
助
金
当
初
交

付
申
請
書
」
に
関
係
書
類
を
添
え

て
、
共
生
協
働
推
進
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、「
市
外
か
ら
定

住
の
意
思
を
も
っ
て
、
平
成
20
年

４
月
１
日
以
後
に
本
市
に
転
入
し
、

市
民
登
録
し
た
方
」
お
よ
び
「
か

つ
て
、
本
市
に
市
民
登
録
が
あ
り
、

市
外
に
５
年
以
上
転
出
後
、
定
住

の
意
思
を
も
っ
て
、
平
成
20
年
４

月
１
日
以
後
に
再
び
本
市
に
転
入

し
、
市
民
登
録
し
た
方
」
の
世
帯

責
任
者
で
、
次
の
①
～
⑤
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
方
で
す
。（
た

だ
し
、
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、

住
宅
を
新
築
、
購
入
ま
た
は
所
有

す
る
住
宅
の
増
改
築
を
し
た
方
は

除
き
ま
す
）

①�

平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
補

助
対
象
区
域
に
住
宅
を
新
築
、

購
入
ま
た
は
所
有
す
る
住
宅
の

増
改
築
を
し
た
方

②�

前
文
①
の
住
宅
に
引
き
続
き
５

年
以
上
居
住
す
る
意
思
が
あ
り
、

生
活
の
本
拠
が
あ
る
方

③�

転
入
日
に
お
い
て
65
歳
未
満
の

方
④�

居
住
地
の
自
治
会
に
加
入
し
た

方
⑤�

市
区
町
村
民
税
に
滞
納
が
な
い

方移
住
希
望
者
を
ご
存
知
の
方
は
、

本
支
援
制
度
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
、
本
市
へ
の
移
住
を
お

勧
め
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
該
当
者
と
な
る
に
は
、

そ
の
ほ
か
に
も
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

制
度
お
よ
び
申
請
手
続
き
な
ど
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ご
相

談
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協
働
推

進
課　

お
じ
ゃ
ん
せ
霧
島
移
住

定
住
推
進
室
☎（
64
）０
９
８
８

健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う

霧
島
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
各
種
健
（
検
）
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
す
る

た
め
に
健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

◦�

総
合
健
診
＝
30
・
35
歳
の
若
い

方
を
対
象
と
し
た
健
診
で
す
。

昨
年
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ

た
方
（
31
歳
・
36
歳
）
に
も
案

内
の
は
が
き
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

が
ん
検
診
な
ど
＝
40
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
胃
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検

診
、
乳
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
腹

部
超
音
波
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳

以
上
の
女
性
）。
乳
が
ん
検
診

は
、
毎
年
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
20
歳
と
40
歳
の
女

性
の
方
に
通
知
し
た
「
が
ん
検

診
登
録
希
望
調
査
」
の
は
が
き

を
投
函
し
て
い
な
い
方
は
早
め

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�
結
核
・
肺
が
ん
検
診
＝
65
歳
以

上
を
対
象
に
各
地
区
や
保
健
セ

ン
タ
ー
で
５
～
７
月
送
付
の
通

知
書
で
受
診
で
き
ま
す
。（
登

録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

そ
の
ほ
か
、
国
保
・
社
保
な
ど

の
医
療
保
険
者
が
指
定
医
療
機
関

な
ど
で
実
施
す
る
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
と
75
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
長
寿
健

診
、
介
護
保
険
に
よ
る
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
介
護
予
防
健

診
が
行
わ
れ
ま
す
。

す
こ
や
か
な
妊
娠
と

出
産
の
た
め
に

妊
娠
中
は
普
段
よ
り
一
層
健
康

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
な
ど
で
妊
婦
健
診

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
妊
婦
健

診
14
回
分
を
公
費
で
助
成
し
て
お

り
、
健
康
診
査
受
診
票
綴
を
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

妊
婦
健
診
と
は
、
妊
婦
の
健
康

具
合
や
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育

ち
具
合
を
み
る
た
め
、
身
体
測
定

や
血
液
、
血
圧
、
尿
な
ど
の
検
査

を
し
ま
す
。
特
に
、
貧
血
、
妊
娠

高
血
圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

の
発
育
に
影
響
し
、
母
体
の
健
康

を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊

婦
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

病
気
な
ど
に
早
く
気
づ
き
、
早
く

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
妊
娠
に
気
付
い
た
ら

医
療
機
関
な
ど
で
検
査
を
受
け

て
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
妊
娠
届
出
を
行
い
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

毎
週
指
定
さ
れ
た
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
に
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

H ealth ◎健康情報M ove ◎移住情報

地
デ
ジ
の
準
備
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ビ
（
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
）
が
終
了
し
、
地
デ

ジ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
に
完

全
移
行
す
る
平
成
23
年
７
月
24
日

ま
で
あ
と
１
年
余
り
と
な
り
ま
し

た
。
次
の
こ
と
を
お
早
め
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
①
一
戸
建
て
住
宅

の
ア
ン
テ
ナ
は
地
デ
ジ
受
信
対
応

の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
か
、
②
集
合

住
宅
や
ビ
ル
陰
な
ど
の
受
信
障
害

地
域
は
、
共
同
受
信
施
設
が
地
デ

ジ
に
対
応
し
て
い
る
か
。

確
認
が
取
れ
た
ら
、
地
デ
ジ
対

応
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
か
、
現

在
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
に
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
か
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
買
い
足
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

方
は
、
契
約
の
ケ
ー
ブ
ル
事
業

者
へ
地
デ
ジ
対
応
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

地
デ
ジ
相
談
会
・
説
明
会
の
ご

案
内

ま
だ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
ご
覧
の

方
を
対
象
に
、「
お
住
ま
い
の
地

域
は
地
デ
ジ
が
映
る
の
か
」「
地

デ
ジ
は
ど
う
し
た
ら
見
ら
れ
る
の

か
」
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
地
デ

ジ
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
地
デ
ジ
を
使
い
、

操
作
方
法
な
ど
を
体
験
で
き
る
地

デ
ジ
説
明
会
も
同
時
に
開
催
し
ま

す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お

R ecruitment ◎入居者募集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
で
は
、旧
雇
用
促
進
住
宅（
国

分
宿
舎
・
牧
園
宿
舎
）
を
購
入
し
、

新
重
久
団
地
・
高
千
穂
団
地
と
し

て
平
成
22
年
度
か
ら
管
理
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
空
き
部
屋
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

部
屋
の
間
取
り
は
、
新
重
久
団

地
が
３
Ｄ
Ｋ
、
高
千
穂
団
地
が
３

Ｄ
Ｋ
と
２
Ｄ
Ｋ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
重
久
団
地
に
は
車
椅

子
対
応
住
宅
が
２
部
屋
あ
り
、
高

千
穂
団
地
１
棟
の
２
Ｄ
Ｋ
に
つ
い

て
は
若
年
単
身
者
の
入
居
が
可
能

で
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

５
月
17
日（
月
）～
５
月
31
日（
月
）

◦�

配
付
・
受
付
場
所
＝
本
庁
建
築

住
宅
課
ま
た
は
、
牧
園
総
合
支

所
建
設
課

※�

な
お
、
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

は
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

申
込
書
を
受
け
取
ら
れ
る
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
家
賃
は
収

入
や
世
帯
員
の
状
況
に
よ
っ
て

変
動
す
る
公
営
住
宅
方
式
で
す
。

◦�

抽
選
日
／
場
所

・�

新
重
久
団
地
＝
６
月
10
日（
木
）

／
国
分
多
目
的
ホ
ー
ル

・�

高
千
穂
団
地
＝
６
月
11
日（
金
）

／
牧
園
総
合
支
所
３
階
会
議
室

な
お
、
一
階
の
住
宅
は
高
齢
者
、

障
が
い
者
へ
有
利
と
な
る
抽
選
方

式
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
屋
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月

17
日
（
月
）
に
更
新
さ
れ
る
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
４
・
７
棟
の
入

居
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９

D igital broadcasting ◎地デジ

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

説
明
会
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
る
と
入
場
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

最
近
、
テ
レ
ビ
調
査
員
や
工
事

業
者
を
名
乗
っ
て
不
正
請
求
を

行
っ
た
り
、
郵
便
に
よ
る
振
り

込
め
詐
欺（
架
空
請
求
）を
行
っ

た
り
す
る
例
が
お
き
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
デ
ジ
サ
ポ
鹿

児
島
☎
０
９
９（
８
１
２
）８
０

０
１
、
情
報
政
策
課
☎（
64
）０

９
３
３

地デジ相談会
（午前10時〜午後４時）

説明会
（午後２時〜３時）

18日（火） 霧島市国分シビックセンター 1階 国分公民館３階大会議室

19日（水） 霧島市隼人庁舎１階 隼人庁舎３階第一会議室

20日（木） 溝辺総合支所１階相談室 溝辺保健福祉センター２階会議室

24日（月） 横川総合支所１階市民フロアー 横川総合支所２階大会議室

25日（火） 牧園総合支所１階市民ホール 牧園総合支所３階会議室

26日（水） 霧島総合支所１階ロビー 霧島総合支所2階210会議室

27日（木） 福山公民館１階ロビー 福山公民館２階大会議室

5月

新重久団地室内
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マ
ソ
・
ハ
ヤ
ト
の
人
々
は
朝
廷
側
の
支
配
に

対
し
最
後
ま
で
抵
抗
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初

は
日
向
国
（
現
在
の
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
）

一
国
で
し
た
が
、
そ
の
支
配
力
を
強
め
る
た

め
、
大
宝
二
（
七
〇
二
）
年
に
日
向
国
か
ら

唱は
や

更ひ
と

国の
く
に（

後
の
薩
摩
国
）
が
分
国
し
ま
し
た
。

薩
摩
国
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
の

歴
史
書
で
あ
る『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』の
大
宝
二（
七

に
「
日
向
国
の
肝き

も

坏つ
き

・
贈そ

於お

・
大お

お

隅す
み

・
姶あ

い
ら

の
四
郡
を
割さ

き
て
、始
め
て
大
隅
国
を
置
く
」

と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
日
向
国
に
属
し
て
い
た

四
つ
の
郡
で
大
隅
国
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
分

り
ま
す
。

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
に
は
大
隅
国
設
置

を
記
載
す
る
前
段
に
、
丹
波
国
の
五
郡
を
割

い
て
丹た

ん

後ご

国
（
京
都
府
北
部
）
を
置
き
、
備

前
国
の
六
郡
を
分
け
て
美み

ま
さ
か作

国
（
岡
山
県
北

部
）
を
置
く
、
と
書
か
れ
て
お
り
、
奈
良
朝

廷
が
律
令
制
度
の
確
立
と
支
配
力
強
化
を
全

国
的
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

四　

建
国
へ
の
抵
抗

大
隅
国
の
建
国
に
対
し
て
地
元
の
動
き
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
薩
摩
国
が
武

力
で
設
置
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
隅
の
地
で
も

か
な
り
の
抵
抗
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
抵
抗
の
様
子
は
史
料
に
は
は
っ
き
り
と
で

て
き
て
い
ま
せ
ん
が
、『
続
日
本
紀
』
の
和

銅
六
（
七
一
三
）
年
七
月
の
記
事
で
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
今
、
隼

は
や
ひ
との

賊
を
討
つ
、
将
軍
あ
わ
せ
て

士
卒
ら
戦せ

ん

陣じ
ん

に
功
あ
る
者ひ

と

千
二
百
八
十
余
人

に
並
に
労ろ

う

に
随し

た
がひ

て
勲ぐ

ん

を
授
く
べ
し
』

こ
れ
は
、
建
国
に
反
対
し
た
土
着
の
人
々

（
ハ
ヤ
ト
）
の
征
伐
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
従

軍
し
た
将
兵
に
叙
勲
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
叙
勲
を
受
け
た
数
を
見
て

も
、
か
な
り
大
規
模
な
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と

を
現
し
て
お
り
、
鎮
圧
さ
れ
た
後
も
、
朝
廷

側
に
対
す
る
反
感
は
燻く

す

ぶ
り
続
け
て
い
た
よ

う
で
す
。

そ
れ
は
、
養
老
四
（
七
二
〇
）
年
に
国

く
に
の

守か
み

陽や

侯こ
の
ふ
ひ
と史

麻ま

呂ろ

の
殺
害
か
ら
始
ま
る
「
隼
人
の

乱
」
か
ら
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
隅
国
の
建
国
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
建

国
後
に
は
大
隅
国
府
を
は
じ
め
大
隅
国
分

寺
、
韓か

ら

国く
に

宇う

豆ず

峯み
ね

神
社
、
台
明
寺
、
祓

は
ら
い

戸ど

神

社
、
大
隅
正し

ょ
う

八
幡
宮
（
鹿
児
島
神
宮
）
な
ど

多
く
の
社
寺
仏
閣
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

（
各
史
跡
に
つ
い
て
は
今
後
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。）

平
成
二
十
五
年
に
は
、
大
隅
国
が
建
国
し

て
千
三
百
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
二
十
五
年

ま
で
の
四
年
間
、「
大
隅
国
」
に
つ
い
て
郷

土
史
へ
の
扉
や
特
別
展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
紹
介
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
責
＝
鈴

一　

平
城
京
遷せ

ん

都と

千
三
百
周
年

今
年
は
藤
原
京
か
ら
平
城
京
に
遷
都
（
和

銅
三
年
・
七
一
〇
）
し
て
千
三
百
年
を
迎
え

ま
す
。

平
城
京
へ
の
遷
都
は
、大
宝
元
（
七
〇
一
）

年
に
大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
、
日
本
が
律
令

国
家
と
し
て
国
の
内
外
に
そ
の
威
信
を
示
す

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
延
暦
三
（
七
八
四
）
年
に
長
岡
京

に
遷
都
さ
れ
る
ま
で
の
七
十
四
年
間
、
政
治

経
済
の
中
心
地
で
あ
り
ま
し
た
。

二　

薩さ
つ

摩ま

国の
く
にの
建
国

で
は
、
こ
の
こ
ろ
の
南
九
州
の
様
子
は
ど

の
よ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

南
九
州
は
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
も
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
土
着
の
民
で
あ
っ
た
ク

「
大
隅
国
」

建
国
千
三
百
周
年

〇
二
）
年
八
月
の
記
事
に
「
薩
摩
・
多た

褹ね

・

化お
も
ぶ
けを

隔
て
て
命
に
逆
ら
ふ
。
是こ

こ

に
兵
を
発お

こ

し

て
征
討
し
、
遂つ

い

に
戸
を
校し

ら

べ
吏
を
置
く
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
戸
口
（
戸
籍
）
調
査
を
実

施
し
官
吏
を
任
命
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
薩
摩
国
の
設
置
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
唱は

や

更ひ
と
の

国こ
く

司し

と
は
辺
境
の
守
備
に
あ
た
る

国
司
と
い
う
意
味
で
、
対
ハ
ヤ
ト
政
策
に
位

置
付
け
ら
れ
た
国
司
（
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ

た
役
人
）
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

三　

大
隅
国
の
建
国

大
隅
国
の
建
国
も
薩
摩
国
と
同
様
に
、
奈

良
朝
廷
が
律
令
制
度
の
確
立
と
支
配
力
を
よ

り
強
め
る
た
め
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
隅
国
の
建
国
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本

紀
』
の
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
四
月
の
記
事

菱
刈

桑
原

贈
於

日
向
国

大隅

姶

肝坏

薩
摩
国

肥後国

皆
さ
ん
は
”う
つ
病
“
と
聞
い
て
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
コ
ミ
で
「
う
つ
病
は
心
が
風
邪
を
ひ
い

た
状
態
」
と
報
道
さ
れ
、『
特
別
な
病
気
で

は
な
く
、
誰
が
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
病

気
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
普
及
し
た
こ
と
で
、

早
期
受
診
さ
れ
る
患
者
が
増
え
、
多
く
の
患

者
が
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、『
風
邪
の
よ
う
な
病
気
な
ら
、

寝
と
け
ば
そ
の
う
ち
治
る
軽
い
病
気
だ
ろ

う
』
と
考
え
、
受
診
・
治
療
が
遅
れ
る
方
も

い
ま
す
の
で
、
う
つ
病
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
笑
顔

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て
『
元
気
が
な
く
な
る
病

気
』『
自
殺
す
る
病
気
』
な
ど
と
思
わ
れ
て

い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、『
一
生
治

ら
な
い
病
気
』
と
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。
正
し
く
治
療
を
受
け
れ
ば
、
病
気

に
な
る
前
の
元
気
な
自
分
に
戻
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
症
状

う
つ
病
は
心
の
病
気
（
正
確
に
は
セ
ロ
ト

ニ
ン
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
脳
内
の

神
経
伝
達
物
質
が
不
足
す
る
脳
の
病
気
）
で

す
の
で
”気
分
が
重
い
“”憂
う
つ
だ
“”面

白
く
な
い
“”何
も
し
た
く
な
い
“
な
ど
の

気
分
・
感
情
的
症
状
が
中
心
で
す
。と
こ
ろ
が
、

患
者
も
で
す
が
、
家
族
も
う
つ
病
の
症
状
と

思
わ
ず
、
受
診
が
遅
れ
る
症
状
と
し
て
、
”

疲
れ
や
す
い
“”手
が
痺し

び

れ
る
“
”食
べ
た
く

な
い
“
”頭
が
痛
い
“
”眠
り
が
浅
い
“
な
ど

の
体
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

特
に
高
齢
の
う
つ
病
患
者
は
、
こ
の
よ
う

な
身
体
症
状
を
毎
日
繰
り
返
し
訴
え
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
家
族
が
心
配

し
て
内
科
や
外
科
の
病
院
に
連
れ
て
行
く
の

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
検
査
し
て
も
異

常
が
無
く
「
健
康
で
す
よ
」
と
診
断
さ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
家
族
が
「
先
生
が
ど
う
も

な
い
て
言
う
か
ら
、
静
か
に
し
て
」
と
言
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
悪
化
し
、
さ
ら
に
体
の
症

状
を
訴
え
続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
査
で
は
正
常
な
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
身

体
症
状
が
出
現
す
る
理
由
は
、
目
に
見
え
な

い
心
（
脳
）
が
、「
も
う
疲
れ
き
っ
た
か
ら

休
も
う
」
と
い
う
訴
え
を
、目
に
見
え
る
（
気

付
き
や
す
い
）
体
の
症
状
で
訴
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
長
引
く
体
の
疲
れ
は
心
の
疲
れ 

（
う
つ
病
）
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

精
神
科
か
心
療
内
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
治
療
法

ま
ず
は
、
し
っ
か
り
休
養
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
方
は
非
常

やさしい医療講座
松下病院

診療部長／福元  晋一郎

M E D I C A L  L E C T U R E

う
つ
病
で

苦
し
ま
な
い
た
め
に

うつ病

に
ま
じ
め
で
、
さ
ら
に
他
人
に
は
気
を
遣
い

ま
す
が
、
病
気
で
心
身
と
も
に
苦
し
ん
で
い

る
自
分
に
は
気
を
遣
わ
な
い
方
が
多
く
、『
仕

事
を
休
ん
だ
ら
、
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う
』
と
考
え
て
し
ま
い
無
理
に
出
勤
し
、

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、患
者
は
も
ち
ろ
ん
、家
族
も
”し
っ

か
り
休
む
こ
と
“
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
。

具
体
的
治
療
法
と
し
て
は
、
①
抗
う
つ
薬

（
脳
内
で
不
足
し
て
い
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
調
整
し
ま
す
）
や
抗
不

安
薬
の
内
服
、
点
滴
②
精
神
療
法
（
認
知
行

動
療
法
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
多
く
の
種
類
の
抗
う
つ
薬
が

あ
り
、
効
果
・
副
作
用
な
ど
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
薬
剤
に
関
す
る
疑
問
、
質
問
な
ど
も

気
楽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
通
院
治
療
を

続
け
る
こ
と
で
治
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、

①
著
し
い
食
事
量
低
下
（
体
重
減
少
）
②
頑

固
な
不
眠
③
『
死
に
た
い
』
と
思
う
な
ど
の

状
態
と
な
っ
た
ら
入
院
が
必
要
で
す
の
で
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
気
づ
き
や
す
い
う
つ
病
の
症
状

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。そ
れ
は
睡
眠
障
害（
寝

つ
き
が
悪
い
、
夜
中
に
目
が
醒さ

め
る
、
熟
睡

で
き
な
い
な
ど
）
で
す
。「
う
つ
病
か
な
」

と
は
自
覚
し
に
く
い
の
で
す
が
「
最
近
眠
れ

な
い
日
が
続
く
」
こ
と
は
自
覚
で
き
ま
す
の

で
、
睡
眠
障
害
に
悩
ん
で
い
る
方
は
一
度
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
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・��

第
２
期
＝
８
月
２
日（
月
）

・��

第
３
期
＝
12
月
28
日（
火
）

・��

第
４
期
＝
２
月
28
日（
月
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
固
定

資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８

８
５
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

◦�

日
時
＝
６
月
13
日（
日
）午
後
２

時
～
３
時
45
分

◦�

場
所
＝
横
川
公
民
館
会
議
室

◦�

講
師
＝
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
編

集
長　

水
谷
謹も

り

人ひ
と

さ
ん

◦�

内
容
＝
「
輝
け
！
自
分
ら
し
さ

～
男
と
女
の
夢
あ
る
未
来
の
た

め
に
～
」（
参
加
無
料
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

旧
田
中
家
別
邸
、
改
修

工
事
の
お
知
ら
せ

旧
田
中
家
別
邸
（
旧
福
山
老
人

憩
い
の
家
）
の
改
修
工
事
を
４
月

下
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
実
施
し
ま

す
。
工
事
期
間
中
は
危
険
防
止
な

ど
の
た
め
、
見
学
な
ど
の
一
般
開

放
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
再
開

は
９
月
ご
ろ
か
ら
の
予
定
で
す
。

◎��

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
５
、
福

山
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

退
職
自
衛
官
を

採
用
し
ま
せ
ん
か

自
衛
官
は
制
度
上
「
若
年
定
年

制
で
50
歳
代
半
ば
」、
ま
た
「
任

期
制
で
は
20
歳
代
前
半
」
で
退
職

し
ま
す
。

自
衛
隊
の
職
域
は
広
い
分
野
に

ま
た
が
っ
て
お
り
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
人
材
が
豊
富
で

す
。
社
員
採
用
を
お
考
え
の
際
に

は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
・
国
分
援
護

セ
ン
タ
ー
☎（
46
）９
２
１
６

霧
島
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　
回
定
期
演
奏
会

◦�

日
時
＝
５
月
23
日（
日
）午
後
１

時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

入
場
料
＝
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
右
田
☎
０
９

０（
１
３
６
３
）７
５
４
７

公
開
講
座

◦�
日
時
＝
５
月
22
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時

◦�

場
所
＝
み
な
み
ホ
ー
ル
（
鹿

児
島
市
与
次
郎
１
丁
目
９
番
33

号
・
南
日
本
新
聞
会
館
４
階
）

◦�

講
演
内
容
＝
①
脳
卒
中
か
ら
身

を
守
る
②
脳
卒
中
の
急
性
期
治

療
③
脳
卒
中
の
新
し
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
事
務
局
☎
０

９
２（
７
１
２
）６
２
０
１

映
画「
ゆ
ず
り
葉
」上
映
会

ろ
う
あ
者
の
生
き
様
と
家
族
の

絆き
ず
なを
描
い
た
感
動
作
で
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
23
日（
日
）午
後
１

時
30
分
開
場
、
２
時
上
映

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
定
員
５
０
０
人
）

◦�

前
売
券
＝
大
人
１
２
０
０
円
、

小
人
８
０
０
円

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
上
映

会
実
行
委
員
会
代
表　

種
子
田

千
博
☎（
46
）７
３
８
８

相　

談

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

●�

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
〈
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
〉

◦��

日
時
＝
６
月
１
日（
火
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

と
、
平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
中
の
け
が
や
病

気
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
、
障
害

の
状
態
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

22
年
度
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
年

金
事
務
所
☎（
62
）
３
５
１
１
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
８
８
６
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

５
月
31
日（
月
）は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
第
１
期
の
納

期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

同
封
の
課
税
明
細
書
で
所
有
す
る

資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
記
載
漏

れ
や
誤
り
が
な
い
か
、
十
分
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

納
税
管
理
人
、
相
続
人
代
表
者

な
ど
の
変
更
を
す
る
場
合
は
、
本

庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
担
当
課
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
期
限
】

・��

第
１
期
＝
５
月
31
日（
月
）

お
知
ら
せ

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

平
成
22
年
４
月
か
ら
児
童
手
当

に
代
わ
り
、
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
子
ど
も

手
当
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
３
月
31
日
時
点
で
市

か
ら
児
童
手
当
を
受
け
て
い
た
場

合
、
原
則
申
請
は
不
要
で
す
。

中
学
校
２
、
３
年
生
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
や
所
得
制
限

な
ど
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
新
た
に
受
給
資
格
が
生

じ
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
が
必
要

で
す
。

出
生
・
転
入
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、
15
日

以
内
に
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

児
童
福
祉
・
保
育
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
１

国
民
年
金・学
生
納
付
特
例

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の

学
生
の
方
で
、
所
得
が
少
な
い
方

は
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る

◎霧島市からのお知らせK irishima Information

◦�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
溝
辺
総
合
支
所
、
横
川

健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
総
合

支
所
、
隼
人
庁
舎
、
福
山
公
民

館
（
牧
之
原
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０

６
４

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
有

志
で
結
成
し
た「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦�

期
日
＝
５
月
12
日
か
ら
毎
週
水

曜
日（
祝
日
の
場
合
は
木
曜
日
）

◦�

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

◦�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
国
分
中
央
三
丁
目
33
番

10
号
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
ひ
ま

わ
り
の
会
事
務
局
☎
０
９
９（
２

２
７
）０
０
４
１
、霧
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎（
45
）１
５
５
７

募　

集

第
１
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

◦�

日
時
＝
５
月
29
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
小
雨
決

行
）
※
９
時
か
ら
受
付

２
点
目
以
降
２
０
０
０
円
、
一

人
４
点
ま
で

◦�
応
募
締
切
＝
６
月
11
日（
金
）必

着
※�

応
募
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
封
筒
に「
募
集
要
項
希
望
」

と
明
記
し
１
２
０
円
切
手
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。【
５
月
30

日（
日
）ま
で
】

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
松
下

美
術
館
☎（
55
）３
３
５
０
、〒
８

９
９
‐
４
５
０
１
、
福
山
町
福

山
７
７
１

国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

バ
ン
ガ
ロ
ー
・貸
し
テ
ン
ト

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。
次
の
と
お
り
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦�

受
付
期
間
＝
６
月
１
日（
火
）～

８
月
31
日（
火
）

※�

６
月
１
日
は
管
理
事
務
所
で
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

◦�

受
付
時
間
＝
【
６
月
】
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
毎
週
月
曜
日

は
休
園
日
）、【
７
～
８
月
】
午

前
９
時
～
午
後
６
時
（
休
園
日

な
し
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
管
理
事
務

所
☎（
45
）１
５
５
０

◦�

集
合
場
所
＝
隼
人
歴
史
民
俗
資

料
館

◦�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上

◦�

参
加
・
資
料
費
＝
３
０
０
円

◦�

見
学
場
所
＝
石し

ゃ
く

体た
い

神
社
・
正

し
ょ
う

興こ
う

寺じ

跡
、
蛭ひ

る

児こ

神
社
な
ど
用
水
路

沿
い
の
史
跡
（
隼
人
地
区
）

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
も
し
く
は
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
５
月
17
日（
月
）～

27
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化

振
興
課
文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎

（
42
）１
１
１
９

全
国
戦
没
者
追
悼
式

追
悼
式
に
参
列
を
希
望
さ
れ
る

ご
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

期
日
＝
８
月
15
日（
日
）

◦�

場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

◦�

対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
な

ら
び
に
三
親
等
内
の
ご
遺
族
。

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
な

ら
び
に
三
親
等
内
の
ご
遺
族
。

（
い
ず
れ
も
過
去
参
列
し
た
こ

と
の
な
い
方
が
優
先
）

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
31
日（
月
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健

福
祉
政
策
課
☎（
64
）０
９
０
４
、

隼
人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課

発
達
障
害
の
学
習
会

●
幼
児
期
向
け

◦�

期
日
・
内
容

・�

５
月
26
日（
水
）＝
子
ど
も
の
育

ち
と
発
達
障
害

・�

７
月
６
日（
火
）＝
か
ら
だ
の
発

達
に
つ
い
て

・�

９
月
21
日（
火
）＝
こ
と
ば
の
発

達
に
つ
い
て

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◦�

対
象
者
＝
市
民
で
幼
児
期
の
発

達
障
害
に
関
心
の
あ
る
方

◦�

場
所
＝
国
分
保
健
セ
ン
タ
ー

◦�

申
込
方
法
＝
各
学
習
会
の
５
日

前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
学
童
期
向
け
（
初
級
コ
ー
ス
）

◦�

対
象
者
＝
市
民
で
学
童
期
の
発

達
障
害
に
関
心
の
あ
る
方

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

◦�

申
込
方
法
＝
各
学
習
会
の
５
日

前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
５

職
業
訓
練（
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

の
募
集
に
つ
い
て

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
活
用
技
術

の
習
得
と
接
客
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
学
び
ま
す
。
申
し

込
み
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
へ
。

訓
練
期
間
は
５
か
月
、
受
講
料
は

無
料
で
す
。
国
分
敷
根
Ｋ
Ｉ
Ｓ
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
に
て
開
催
。

◦�

応
募
資
格
＝
新
規
学
卒
未
就
職

者
な
ど

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
20
日（
木
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
立
姶
良
高

等
技
術
専
門
校
☎（
65
）２
２
４

７
全
国
公
募
南
九
州
水
墨
画
展

作
品
募
集

◦�

応
募
条
件
＝
自
作
未
発
表
の
作

品
（
墨
を
主
体
と
し
た
墨
彩
画

を
含
む
水
墨
画
）

◦�

出
品
料
＝
１
点
５
０
０
０
円
、

開 催 日 内　　容
６月 2日（水） 発達障害とは　１
６月23日（水） 発達障害とは　２
７月14日（水） 幼児期、学童期の支援　１

７月22日（木） 特別支援教育・福祉サービス
について

８月31日（火） 幼児期、学童期の支援　２
９月 8日（水） 家族・地域で支えあう
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

百
年
に
一
度
の
大
不
況
と

い
わ
れ
る
今
、
私
は
就

職
活
動
の
真
っ
最
中
で
す
。
就
職

活
動
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
つ
ら

く
、
失
敗
を
繰
り
返
す
毎
日
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
に
も
大
き
な

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
成

人
式
で
す
。
振
袖
を
選
ん
で
い
る

と
き
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

数
年
前
よ
り
も
大
人
に
な
っ
た
み

ん
な
に
会
え
る
の
も
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
て

20
年
が
た
つ
ん
で
す
ね
。
私
は
こ

の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ロ
ン
19
歳
女
性
）●

失
敗
に
く
じ
け
ず
何
度
で
も
挑

戦
す
る
ロ
ン
さ
ん
、
そ
の
前
向
き

な
気
持
ち
が
あ
れ
ば
き
っ
と
就
職

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

４
月
24
日
に
て
ん
つ
く
マ
ン

監
督
の
映
画
「
１
０
７
＋

１
天
国
は
作
る
も
の
パ
ー
ト
Ⅱ
」

の
上
映
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
１
０
５
０
人
収
容
の
霧
島

市
民
会
館
で
昼
夜
２
回
の
上
映
、

そ
れ
は
無
謀
な
挑
戦
だ
っ
た
よ
う

で
、
い
ろ
ん
な
方
に
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
ど
素

人
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
20
代
か

ら
60
代
の
40
人
が
２
か
月
半
の
活

動
で
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

チ
ー
ム
も
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

名
は
「
絆き

ず
な
」、
私
た
ち
の
活
動
そ

の
も
の
で
す
。
当
日
は
何
と
約
１

３
０
０
人
の
観
客
、
私
た
ち
の
方

が
び
っ
く
り
で
す
。
上
映
後
、
多

く
の
方
か
ら
あ
り
が
と
う
と
の
声

を
か
け
て
た
だ
き
、
少
年
た
ち
は

決
め
ポ
ー
ズ
で
「
動
け
ば
変
わ
る 

！
」
と
私
た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
の
日
本
は
ど
こ
へ
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
不
安
な

思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
映
画

を
見
た
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も

勇
気
と
元
気
、
希
望
を
持
て
た
ら

私
た
ち
は
幸
せ
で
す
。「
動
け
ば
変

わ
る
」、
上
映
会
を
や
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
す
べ
て
の
人
に
感

謝
で
す
。（
チ
ー
ム
絆
56
歳
女
性
）

●

動
か
な
い
と
始
ま
ら
な
い
、
動

か
な
い
と
変
わ
ら
な
い
。
映
画
と

と
も
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

高
齢
の
母
と
の
同
居
の
た

め
、
霧
島
市
に
帰
っ
て

き
て
21
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

50
歳
に
な
っ
た
６
年
前
「
社
会
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
！
」
と
の
強

い
思
い
（
身
体
中
の
ス
イ
ッ
チ
が

オ
ン
に
な
っ
た
瞬
間
）
が
わ
い
て

き
て
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
、

旧
隼
人
町
の
合
併
50
周
年
事
業
で

の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
参
画

な
ど
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
の

「
絆
」
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
霧
島
市
制
５
周
年
。
そ
れ

を
祝
い
、「
郷
土
愛
」
と
「
明
日

へ
の
生
き
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
民
参
加
型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ひ
か
る
の
夏
２

０
１
０
～
龍
馬
か
ら
の
伝
言
～
」

を
企
画
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
と
８
月
８
日
の
公
演
に
向
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
、
わ

が
愛
す
る
郷
土
「
霧
島
市
」
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
50

歳
の
龍
馬
50
歳
男
性
）

●

市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
登

場
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
や
練
習
風
景
が
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
、
ど
ん

な
舞
台
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

ペ
ッ
ト
の
楽
園
霧
島
市
に

は
数
多
く
の
動
物
愛
好

家
が
い
て
、
貴
重
な
動
物
と
身
近

で
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら

し
い
地
域
で
す
。
鳥
類
で
は
、
国

分
に
ダ
チ
ョ
ウ
、
エ
ミ
ュ
ー
に
ア

イ
ガ
モ
、
隼
人
に
は
熊
本
の
幻
の

地
鶏
と
言
わ
れ
る
天
草
大
王
、
高

知
の
天
然
記
念
物
オ
ナ
ガ
ド
リ
の

ほ
か
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
、
ウ
ズ
ラ
、

ア
ヒ
ル
。
霧
島
に
は
ニ
ワ
ト
リ
の

原
種
と
言
わ
れ
、
緑
色
の
卵
を
産

む
野や

鶏け
い

。
横
川
に
は
愛
知
の
名
古

屋
コ
ー
チ
ン
、
種
子
島
で
座
礁
し

た
イ
ギ
リ
ス
人
が
救
助
の
お
礼
に

贈
っ
た
と
さ
れ
る
イ
ン
ギ
ー
（
イ

ギ
リ
ス
人
の
意
）
鶏
の
子
孫
や
、

各
地
で
薩
摩
鶏
、
チ
ャ
ボ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
鳥
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
は
天
降
川
に
ハ
ク

チ
ョ
ウ
が
飛
来
、
川
岸
に
は
シ
ラ

サ
ギ
、
ゴ
イ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
が

観
察
で
き
、
野
や
山
に
は
ニ
ホ
ン

キ
ジ
、
ヒ
バ
リ
も
飛
び
始
め
ま
す
。

（
動
物
に
感
謝
57
歳
男
性
）

●

オキナグサ（翁草）キンボウゲ科

ま
る
で
動
物
園
の
中
に
住
ん
で

い
る
よ
う
。
私
の
家
の
近
く
に
住

む
ウ
グ
イ
ス
は
鳴
き
声
が
日
に
日

に
上
手
に
な
り
、
最
近
は
自
慢
そ

う
に
大
き
な
声
で
鳴
い
て
い
ま
す
。

待
望
の
マ
イ
ホ
ー
ム
が
完

成
。
ば
た
ば
た
の
引
越

し
で
と
り
あ
え
ず
今
ま
で
住
ん
で

い
た
所
で
使
っ
て
い
た
も
の
が
運

ば
れ
た
わ
が
家
は
モ
デ
ル
ル
ー
ム

と
は
程
遠
い
感
じ
。
期
待
し
て
訪

れ
た
友
だ
ち
に
は
「
第
１
倉
庫

（
納な

ん
ど戸
）、
第
２
倉
庫
（
和
室
）、

第
３
倉
庫
（
寝
室
）」
と
わ
が
家

を
案
内
。
建
て
た
だ
け
で
は
す
て

き
な
家
に
は
住
め
な
い
の
ね
。（
片

づ
け
ヘ
タ
子
40
歳
女
性
）

●

何
と
コ
メ
ン
ト
し
た
ら
（
汗
）

県
外
出
身
で
３
人
の
お
子

さ
ん
が
い
る
方
と
会
話

し
た
時
の
こ
と
、「
霧
島
市
は
環

境
が
い
い
の
か
な
、
ま
わ
り
の
家

庭
で
も
２
人
、
３
人
と
子
ど
も
が

い
ま
す
よ
」。
確
か
に
２
人
、３
人
、

４
人
と
子
ど
も
が
い
る
家
庭
が
多

く
、
出
生
率
は
全
国
平
均
よ
り
か

な
り
高
い
は
ず
で
す
。
出
生
率
を

上
げ
る
に
は
、
産
み
や
す
い
、
育

て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
に
霧
島
市
が
力
を
い
れ
て
、
全

国
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
手
当
て
の
申
請
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

有
意
義
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。（
れ
も
ん
31
歳
女
性
）

●

一
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子

ど
も
数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
、

平
成
19
年
の
統
計
で
、
国
が
１
・

34
、
鹿
児
島
県
が
１
・
54
、
霧
島

市
が
１
・
62
で
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
く
、
ま
ち

の
将
来
が
明
る
く
な
る
数
字
で
す
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず
お
書
き

く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.98/2010.5）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から鹿
児島が生んだ健康の源「坂元のく
ろず」と「天寿りんご黒酢」のセッ
トを５人の方にプレゼント。応募
締め切りは５月25日（火）当日消
印有効です。当選の発表は、商品
の発送を持ってかえさせていただ
きます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

今回から始まった子育てシリーズの中

で、毎回子育てについてのワンポイント

アドバイスを掲載します。子どものあや

し方や子どもが喜びそうな場所など、子

育てを経験して気付いたことなどをお知

らせください。お父さんからのアドバイ

スも大歓迎。皆さんのアドバイスが子育

てに笑顔をもたらしてくれます。

アドバイスについては広報誌に付いて

いるハガキかメールでお寄せください。

氏名・連絡先は必ず記入、広報誌へはペ

ンネームで掲載します。

E-mail:info@city-kirishima.jp

今年の８月号広報誌で戦争について特
集する予定です。そこで、特集の参考と
して、皆さんの戦時中の思い出を募集し
ます。広報誌に付いているハガキでお寄
せください。

◎�問い合わせ先＝広報広聴グループ ☎
（64）0955

戦時中の記憶を募集

子育てへの
アドバイスを募集

み ん な が 子 育 て 応 援 団

広報きりしま  2425  Kirishima City Public Relations, 2010.5, Japan



地
道
な
努
力

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

安
心
し
て
暮
ら
す
、
安
心
し

て
子
育
て
を
す
る
、
将
来
へ
の

不
安
解
消
。
こ
れ
ら
解
決
に
は

ま
ず
安
定
し
た
収
入
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
就
労
の

場
が
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

合
併
後
22
社
の
企
業
と
立
地
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
不
景

気
の
中
で
、
撤
退
よ
り
進
出
企

業
が
多
い
こ
と
は
何
よ
り
嬉う
れ

し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通

事
情
、
膨
大
な
投
資
、
人
材
の

確
保
、
将
来
性
な
ど
、
企
業
側

は
あ
ら
ゆ
る
調
査
を
行
い
、
数

あ
る
候
補
地
か
ら
新
た
な
立
地

先
を
決
定
し
ま
す
。
幸
い
、
本

市
は
県
央
に
位
置
し
交
通
体
系

に
も
恵
ま
れ
、
県
内
で
は
立
地

条
件
が
整
っ
て
い
る
方
で
す
。

そ
れ
で
も
日
本
全
体
で
み
る
と

南
の
端
の
鹿
児
島
で
す
。
こ
の

中
で
い
か
に
誘
致
を
進
め
る
か
、

そ
れ
に
は
数
年
が
か
り
で
交
渉

努
力
を
重
ね
、
企
業
が
抱
え
る

課
題
、
要
望
を
一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
。
最
後
は
人
と
人
と

の
信
頼
関
係
が
実
を
結
び
、
立

地
協
定
締
結
と
し
て
の
結
果
が

生
ま
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。
す
べ

て
の
仕
事
が
そ
う
で
す
が
、
事

を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
日
々

の
地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。

◎人口／127,833人（－643）
男性／ 61,516人（－421）
女性／ 66,317人（－222）
出生 118人／死亡 131人
転入1,069人／転出1,701人
◎世帯数／57,334世帯（－161）

（平成22年4月1日現在）

E
D

IT
O

R
'S

樹高約38㍍、樹周約７㍍のほぼ同
じ大きさのイチョウが2本並び立つ
宮浦宮。樹齢はともに600年以上
（千年以上の説もあり）。昭和39年6
月、県指定文化財に指定。新緑ま
ぶしいこの時期や紅葉で黄色に染
まるころ、葉を落としきったときなど
四季折々の被写体を狙うカメラマン
が相次いで訪れています。

御神木（福山）
4月18日  午前９時12分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜200㎜
F3.5 〜 5.6　1/200s　F8.0　ISO400

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

初めての取材先は国分小学校。子どもたちの笑顔ときれいな花々に
癒（い）やされながらも、インタビューの難しさ、それを文章にする

ことの難しさを痛感しました。まだまだ半人前の私、写真は全部先輩任せ。
感動したことを自分の言葉で、写真で表現できるようになりたいです（う）

オーガランドさんの取材に隼人のオフィスに行きました。社長さん
も社員の皆さんも若くておしゃれ。都会的な匂いがします。（なん

だか東京に来たみたいだ）と緊張していると、話している言葉は鹿児島
弁。なぜだかホッとした瞬間でした。やっぱり鹿児島はいいなあ（た）

子育てシリーズで紹介した江口さんは、霧島市に引っ越して来てまだ
１年。そんな江口さんを助けたボランティアの方。自分の子育て

に余裕ができ、子育てに困っている方に手を差し伸べる、なんかいいで
すよね。みんなが子育て応援団、そんなまちにしていきたいですね（み）

福山の景色は日本一」と１日移動市長室で皆さん自慢されていまし
た。海のない溝辺の私も大好きです。最近は、福山の先輩の船

で福山港からアジ釣りに、母は近く牧之原にパークゴルフを習いに行く
そうです。私事ながら人と人の輪が広がる合併効果が表れています（ふ）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

錦江湾を望む霧島市福山町で太陽をいっぱいに浴びる壺
つぼ

畑。そこで生まれる「坂元のくろ
ず」と黒酢にりんご果汁をバランスよく配合しておいしく仕上げた特定保健用食品の「天寿
りんご黒酢」。すっきりした味わいが、暑い夏にぴったりの健康飲料。夏バテにもぜひ。

◎問い合わせ先＝坂元醸造株式会社  ☎0120-707-380

鹿児島が生んだ健康の源
「坂元のくろず」と「天寿りんご黒酢」の
セットをプレゼントします。

5PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

史
で
す
が
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
と

い
う
国
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

私
の
故ふ

る
さ
と郷

新
潟
が
ロ
シ
ア
と
の
縁

が
深
い
土
地
で
あ
る
た
め
で
す
。

新
潟
は
日
本
海
を
挟
ん
で
極
東
ロ

シ
ア
と
接
し
、
極
東
最
大
の
都
市

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
は
新
潟
空
港

か
ら
航
空
機
で
た
っ
た
の
１
時
間

〈随ずいそう想〉

半
。
地
理
的
に
近
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
極
東
ロ
シ
ア
と
新
潟
は
、

経
済
的
、
人
的
交
流
が
盛
ん
で
す
。

一
方
鹿
児
島
の
方
に
と
っ
て
、

ロ
シ
ア
は
〝
縁
遠
い
国
〟
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
れ
ば
、
鹿

児
島
は
意
外
に
ロ
シ
ア
と
の
縁
が

深
い
土
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
た
と
え
ば
江
戸
時
代
、
薩

摩
生
ま
れ
の
少
年
ゴ
ン
ザ
が
ロ
シ

ア
に
漂
着
し
、
露
和
辞
書
を
完
成

さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
７
２
９
年
（
享
保
14
）

薩
摩
の
難
破
船
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

に
流
れ
着
き
、
ゴ
ン
ザ
（
当
時
11

歳
）
と
ソ
ー
ザ
（
当
時
35
歳
）
が

首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
ゴ
ン
ザ
は
露
和
辞

書
や
日
本
語
の
文
法
書
を
著
し
ま

し
た
が
、
記
さ
れ
た
日
本
語
は
薩

摩
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

異
国
ロ
シ
ア
で
故
郷
日
本
を
忘
れ

ぬ
よ
う
、
一
語
一
語
確
か
め
る
よ

う
に
薩
摩
言
葉
を
書
き
残
し
た
、

ゴ
ン
ザ
の
心
中
が
偲
ば
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
現
在
鹿
児
島
に
暮
ら

す
方
々
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
い

う
国
は
や
は
り〝
遠
い
未
知
の
国
〟

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ

う
で
す
。
霧
島
に
移
住
後
、
地
域

の
方
に
自
己
紹
介
を
す
る
機
会
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
ロ
シ

ア
を
研
究
し
て
い
る
旨
を
お
話
し

す
る
と
、
怪け

訝げ
ん

な
顔
を
さ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。

そ
ん
な
皆
さ
ま
に
ロ
シ
ア
の
魅

力
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
、「
Р

ル
ー
ス
キ
ー

у
с
с
к
и
й 

в
ヴ
ェ
ー
チ
ェ
ル

е
ч
е
р　

in café de 

蔵―

ロ
シ
ア
料
理
と
ロ
シ
ア
民
謡
を
楽

し
む
夕
べ―

」（
略
称
「
ロ
シ
ア

の
夕
べ
」）
を
企
画
。
２
０
１
０

年
１
月
、
実
現
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
料
理
は
、café de 

蔵

の
オ
ー
ナ
ー
に
お
願
い
し
、
霧
島

の
食
材
を
活い

か
し
て
作
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
霧
島
の
食
材
で
ロ

シ
ア
料
理
が
作
れ
る
こ
と
を
知
り
、

皆
さ
ま
に
は
ロ
シ
ア
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

約
30
人
も
の
参
加
者
が
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
最
初
は

「
な
ぜ
霧
島
で
ロ
シ
ア
？
」
と
い

ぶ
か
し
く
思
い
な
が
ら
会
場
に
足

を
運
ば
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
会
が
終
わ
る
こ
ろ

Profile

おおした いくこ（30）
新潟県出身。歴史研究者。京
都での学生、研究生活を経
て、結婚を機に2008年霧
島市に移住。現在、夫と霧島
市国分地区に暮らす。

霧島人の懐の深さに感謝
◎大下  郁子

結
婚
を
機
に
霧
島
に
移
り
住
ん

で
２
年
。
北
国
新
潟
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
が
、
南
国
鹿
児
島
で
暮

ら
す
こ
と
に
な
る
と
は
、
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
婚
前
は
京
都
に
住
み
、
歴
史

研
究
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め

て
い
ま
し
た
。
専
門
は
日
露
交
流

に
は
ロ
シ
ア
文
化
の
魅
力
に
ど
っ

ぷ
り
と
は
ま
り
、
ロ
シ
ア
民
謡
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
会
場
を
後
に
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
が
こ
れ
ほ
ど
の
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
霧

島
の
方
々
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
・

ア
ッ
プ
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
市

役
所
の
職
員
の
方
が
、
企
画
、
準

備
段
階
か
ら
種
々
ご
尽
力
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
は
、
頭
の
下
が
る

思
い
で
し
た
。
霧
島
に
移
り
住
ん

だ
ば
か
り
の
私
を
温
か
く
受
け
入

れ
、
私
の
想
い
を
実
現
さ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
霧
島
の
皆
さ
ま
の
懐
の

深
さ
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
、

そ
の
成
果
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
あ
る
ロ
シ
ア
国
立
極
東

大
学（
Д
В
Г
У
）の
日
本
セ
ン
タ
ー

（
写
真
：
筆
者
） 
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